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まえがき
　「輸入青果物検疫要綱」を制定するにあたり，同要綱

に盛り込む消毒基準を作成するため，昭和54年国内外

の青果物の消毒に関する文献を調査し，検疫資料第8号

「青果物のくん蒸試験に関する文献調査」（1979）として

まとめた。しかし，この文献調査をもとにして消毒基準

を作成するには不備な点があり，これを補うため，昭和

55・56年度に，横浜・神戸及び門司の各植物防疫所でそ

れぞれ分担して，調査研究の特別課題として「臭化メチ

ルによる青果物のくん蒸試験」を実施した。

本報は，この試験結果をとりまとめたものである。

なお，本試験の実施に際しては，横浜植物防疫所調査

研究部調査課から試験設計及び試験技法等について御指

導をいただき，また供試虫の採集にあたっては長野県果

樹試験場，武田薬品工業㈱福知山農揚及び関東農政局生

産流通部農産普及課から種々の御便宜をいただいた。こ

こに厚く感謝の意を表する。

1．試験の分担
1．横浜植物防疫所業務部国際第一課

（1）薬害試験

　果実：リンゴ，クリ，レモン，ネーブルオレン

　　　　ジ，グレープフルーツ
　野菜：ハクサイ，キャベツ，セロリー
（2）殺虫試験

　鱗翅目：スジグロチョウ，ヨトウガ，モモシンク

　　　　イガ
　半翅目：マルカメムシ

　その他：ウスカワマイマイ，ネダニ

2．神戸植物防疫所業務部国際第二課

（1）薬害試験

　野菜：ハクサイ，カリフラワー，ブロッコリー

　　　　パセリー，ヒラマメインゲン，ピーマ

　　　　ン，ニラ，イチゴ，タケノコ
（2）殺虫試験

　半翅目：クワコナカイガラムシ

　甲虫目：ウリハムシ
3．　門司植物防疫所国際課

（1）薬害試験

　果実：パインアップル
（2）殺虫試験

　甲虫目：クリシギゾウムシ

II．薬害試験
1．材料

供試した植物はいずれも市販のもので，果実は，国内

産リンゴ（品種：紅玉），中国産クリ，アメリカ合衆国

産レモン・ネーブルオレンジ及びグレープフルーツ，フ

ィリピン産パインアップルを，野菜は，すべて国内産で

ハクサイ（品種：大御所），キャベツ，カリフラワー，

ブロッコリー，セロリー　（品種：コーネル），パセリー

を供試した。

2．くん蒸方法

内容積1m3，撹拌・加温及び排気の各装置付きくん蒸

箱を用い，投薬は規定量の臭化メチルの入ったアンプル

を用いて行った。くん蒸条件は第1表のとおりである。

くん蒸中は所定のくん蒸温度を維持するため必要に応

じて加温し，撹拌機はくん蒸中連続して運転を行った。

くん蒸時の供試植物の荷姿は，パインアップル，神戸

担当分のハクサイ，カリフラワー，ブロッコリー，パセ

リー，ニラ，ヒラマメインゲン及びタケノコは，上面を

開放したカートン箱入りで，イチゴは上面の開口した小

型プラスチックケース入りで，リンゴ，クリ，レモン，

ネーブルオレンジ，グレープフルーツ，横浜担当分のハ

クサイ・キャベツ及びセロリーはばら積みの状態であっ
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第1表青果物の臭化メチルくん蒸の条件とその薬害発生状況

品 目

くん蒸条件及びガス濃度 薬　　害　　状　　況

果

実

ク

リ　　　ン

レ　　　　モ

リ 48　　　3

ゴ　　　40

48

ン　　　40

48

ネーブルオレンジ　　40

48

グレープフルーツ　　40

48

パインアップル　 40

48

2

3

3

110～141

　　　　

115～19

15～lg　l

10～14

3　　15～19

3　　10～14

3　 　l5～19

3　　10～14

3

3

2

3

13～14

18～19

16～17

12～13

18～19

14

18～19

13～14

・5一・9 ・8

lO～14　　13～14

15～19i　19

15～19　17

2　　10～14

3　　10～14

11

12

36

36

33

37

35

40

33

39

33

39

33

35

38

38

36

32

30

37

30

38

31

35

31

35

30

31

37

37

1　　－
3　 　－

11
二

1　　－
3　 　－

7 一

14　　－

1　 　－
3　 　－
7　　－

14　　－

1　 　－
3　　－
7　 　－

14　 　一

7　　－
14　 　－

　　l　　－
3　 　－
7　 　－

14に
1　 　－
3　　－
7　 　－

14　 一

1　　－
3　　－
7　1　－

14　1　－

1　1－
3　　－
7　　－

3　　－
7　　十

14　　十

14

　　

十　　　一

十　　　一

十　　　一

十　　　一

十　　　一

十　　　一

十　　　一

十　　　一

臭気 重量
変化
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（第1表っづき）

品 目

野

菜

ハ　　ク　サ　　イ

キ　　ャ　　ベ　　ツ

セ　　ロ　　リ　　ー

カ　リ　フラワー

フ　ロ　ッ　コ　リ　ー

パ　　セ　　リ

ラ

くん蒸条件及びガス濃度

投薬量
（9／m3）

40

48

56

56

56

40

48

40

48

40

48

24

32

時間
（hr）

2

2

2

3

3

3

2

2

2

2

2

2

3

3

設計温
度（。C）

15～19

10～14

～9

～9

～9

～9

15～19

10～14

15～19

10～14

15～19

10～14

25～29

20～24

実温度ec）1ガス涯度（温9／1）

最低・最高

15～20

12～14

6～8

5～6

5～6

5～6

15～20

12～14

14～20

12～14

15～20

12～14

27．3

22．9

投薬直後一開放直前

38

32

42

42

42

42

32

39

32

38

31

38

26

32

35

30

40

34

34

34

30

35

30

35

30

35

17

22

薬　　害　　状　　況

くん1
蒸後　外観
日数

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

十

十

十

十

十

十

士

士

士

士

土

士

士

士

士

±

土

切断
面

士

十

十

士

士

士

士

士

士

味覚

士

士

士

十

士

士

士

士

士

士

士

±

士

士

士

土

士

士

士

十

土

臭気

士

土

士

土

重量
変化



118 植物防疫所調査研究報告 第19号

（第1表つづき）

品 目

野

菜

ラ

ヒラマメイソゲソ

ピ　　ー　　マ　　ン

イ チ ゴ

くん蒸条件及びガス濃度

投薬量
（9／m3）

40

時間
（hr）

3

設計温
度（。C）

15～19

実温度（OC）

最低・最高

16。6

ガス濃度（mg／1〉

投薬直後一開放直前

40 28

薬　　害　　状　　況

48

24

32

40

48

24

32

40

48

24

32

40

48

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

10～14

25～29

20～24

15～19

10～14

25～29

20～24

15～19

10～14

25～29

20～24

15～19

10～14

13．0

27，3

22．9

16．6

13，0

27．3

22，9

16．6

13．0

27．3

22。9

16．6

13．0

くん

蒸後　外観
日数「

48

26

32

40

48

26

32

40

48

26

32

40

48

36

17

22

28

36

17

22

28

36

17

22

28

36

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

1
3
7

14

士

士

十

士

土

±

十

十

昔

十

切断1味覚
面

十

士

±

十

十

土

十

十

朴

±

十

十

升

士
十

十

升

土

士

士

士

士

十

士
十

士

士

士

±

士

士

十

十

士

十

士

／

士

十

±

土

士

／

士

士

土

士

士

／

士

士

／

臭気

十

士

±

士

／

土

士

土

士

／

／

重量
変化
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（第1表つづき）

くん蒸条件及びガス濃度

品　　 目

　　　　　投薬量
　　　　1（9／m3）

野

菜

タ　ケ　ノ　コ 24

32

40

時間
（hr）

3

3

3

設計温
度（。C）

実温度（。C）

最低・最高

25～29、27．3

22～24

15～19

22。9

16．6

ガス濃度（mg／1）

投薬直後一開放直前

21　　 16

33　　　26

37　　 29

薬　害　状　況

くん

蒸後
日数

外観

1
3
7

14

1
3i
7

14

1
3
7

14

／

／

／

切断
面

味覚

士

土

／

十

±

／1

土

士

／

士

／

士

／

／

臭気

士

／

士

士

／

士

十

／

重量
変化

／

／

／

た。

一：薬害を認めず　　　　士：判定困難　　　　＋：軽度の薬害　　　　升：中程度の薬害

3．調査方法

くん蒸後，ニラ，ヒラマメインゲン，ピーマン，イチ

ゴは4～12℃で，タケノコは15．8℃で，その他の供試

植物は4～10℃の室温で，供試状態のまま（但し，パセ

リーはくん蒸後処理区及び対照区とも新聞紙につつんで

箱詰めとした。）保管し，くん蒸後1・3・7・14日目の各日

に外観・切断面・臭気・味覚及び重量変化について調査

を行った。

なお，乾燥を防ぐため，神戸担当分のハクサイ，カリ

フラワー及びブロッコリーはカートン箱の上ぶたを開い

て，パセリーは新聞紙に包んだ状態で，ときどきしめる

程度に散水を行った。

4．結果
薬害試験の結果（対照区と比較した変化）を第1表に

示した。

○リンゴ（品種：紅玉）；臭化メチル40g／m3・18～19℃・

2時間及び16～17℃・3時間くん蒸並びに48g／m3・12

～13℃・3時間くん蒸で調査3日目以降芯部褐変が認

められた。（第1図）しかし外観等には薬害症状は認め

られなかった。

○クリ・レモン・ネーブルオレンジ；各処理区とも薬害

症状は認められなかった。

○グレープフルーツ；臭化メチル40g／m3・18℃・3時間

　くん蒸では調査14日目に，48g／m3・13～14日・3時間

　くん蒸では調査7日目に果皮に水浸症状が認められ

た。

○パインアップル；臭化メチル40g／m3・19℃・2時問及

び17℃・3時間くん蒸で果肉及び果軸部に水浸症状が

認められた。なお，当該区の対照区においては同部位

が淡褐色又は褐色となっていた。（第2図）40g／m3・

17℃及び48g／m3・12℃の各3時間くん蒸では味覚

調査で対照区に比べ「うまい」という結果がでた。

○ハクサイ；臭化メチル40g／m3・15～20℃及び48g／

m3・12～14℃の各2時間くん蒸では，一部のものに調

査3日目以降わずかに苦味を増し甘味が減少するとい

う結果がでた。他の項目には薬害症状は認められなか

った。

　56g／m3・6～8℃・2時間及び56g／m3・5～6℃・3時間

くん蒸では，調査7日目以降葉柄部に褐色斑点状の陥

没が認められた。（第3図）この症状は結球表面葉か

ら内側3～4枚目の葉で顕著であった。

○キャベツ・パセリー；各処理区とも薬害症状は認めら

れなかった。

○セロリー；臭化メチル56g／m3・5～6℃・3時間くん蒸

で調査7日目以降，葉柄基部付近の表皮に褐色斑点が

認められ（第4図）その部分の組織内部は水浸状であ

つた。

○カリフラワー；臭化メチル40g／m3・15～20℃及び48

g／m3・12～14℃各2時間くん蒸で花部が極くわずか黄

変したほかは対照区と差がなかった。

○ブロッコリー；臭化メチル40g／m3・14～20℃及び48

9／m3・12～14℃の各2時間くん蒸でやや萎凋症状を

示したほかは対照区と差がなかった。

○ニラ；臭化メチル32g／m3・22．9℃及び40g／m3・16．6

℃の各3時間くん蒸で一部の個体に苦味を認めたが，

　くん蒸後日数経過に伴いくん蒸区・対照区ともに萎凋

や腐敗が進み，くん蒸による品質の差が確認できなか

った。

○ヒラマメインゲン；臭化メチル24g／m3・27．3℃・3時
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rf1 ②

　　　　　　　　　③　　　　　　　　　　　　　　　　　④
第1～4図①　リソゴの芯部褐変・右：対照区，左：48g／m3・3hr・130Cくん蒸，調薩15rlH

　　　②　バインアップルの水浸症状・褐変，右；対照区，左；40g／m3・3hr・19。Cくん蒸，1凋査141］1．i

　　　③　ハクサイの褐色斑点，右：対照区，左＝56g／m3・2hr6～8℃くん蒸，調査14口目

　　　④　セロリー茎の褐変，右：対照区，左：56g／m3・3hr・5～6℃くん蒸，調査14日日

問くん蒸で調査3日目に，32g／m3・22．9℃・3時問く

ん蒸で調査7日目に，40g／m3・16．6℃・3時間くん蒸

で調査14日目にさや表面に赤褐色の細縞が認められ

日数経過に伴い拡大した。切開したところ24g／m3・

27．3℃・3時間くん蒸で調査14日目に種子胚部を中心

に赤褐色の変色が認められた。

○ピーマン；臭化メチル及び24g／m3・27，3℃，32g／m3・

22．9℃，40g／m3・16．6℃48g／m3・13℃の各3時間く

ん蒸で調査14日目に果実表面に不規則な斑点と陥没

が認められた。また，がく片部及ぴその周辺部はそれ

ぞれ黒緑色と黒褐色を呈した。切断調査では全区で調

査1日目以降，種子に淡褐色から褐色の変色が認めら

れ，日数経過に伴い黒褐色に変った。

○イチゴ；臭化メチル24g／m3・27，3℃，32g／m3・22．9

℃，40g／m3・16．6℃及び48g／m3・13℃の各3時問

　くん蒸で，一部の個体の導管部に褐変が認められ，特

に48g／m3区で著しかった。その他の項目については

　くん蒸区・対照区とも腐敗が激しく，くん蒸による差

は確認できなかった。

○タケノコ；臭化メチル24g／m3・27.3℃，32g／m3・22．9

℃及び40g／m3・16．6℃の各3時間くん蒸で調査3

　日目に一部の個体の内部が淡褐色となった。また32

g／m3区及び40g／m3区で調査7日目に食用とならな

い個体があった。

III．殺虫試験
1．材料
　スジグロチョウ　（藤沢市内で採集），ヨトウガ（三島

市内で採集）は室温で，マルカメムシ　（厚木市内で採

集），ウスカワマイマイ　（横浜市内で採集）は供試する

まで15℃で飼育した。供試は飼育箱（20×25×27cm）

に裸虫のまま入れて行った。

　モモシンクイガは，長野県果樹試験場の無防除園で採

集したリンゴ（品種:紅玉）に食入状態のものを供試し

た。リンゴは供試するまで15℃で保管し，くん蒸前に
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それぞれの供試温度にして供試した。

　ネダニは，国内産チューリップ球根から採集しチュー

リップ球根で累代飼育（30℃・60～70％D．H．〉したもの

を当所調査研究部調査課物理係から譲り受け供試した。

供試虫の調製は次のように行った。まず新しいチューリ

ップ球根の鱗片1枚目に約1cm2の穴を開け2枚目の鱗

片上に累代飼育したネダニ　（成虫）を接種した。そし

て，30℃・60～70％R．H．で7～10日間飼育した後鱗片

1枚目の穴を球根切片で封をして供試用とした。

　クリシギゾウムシは，中国産クリの輸入検疫の際採集

した幼虫（裸虫）を供試するまで土壌を入れたバット内

で保管し，供試には直径18cmのバットに入れ上面を

ゴース布で覆った。

　ウリハムシ（神戸市内及び明石市内で採集）は，供試

するまでヘチマ又はカボチャの生茎葉及びショ糖液で飼

育し，ガラス管（直径6cm，長さ15cm〉に入れ両端を

ガーゼで覆って供試した。

　クワコナカイガラムシは，武田薬品工業㈱福知山農場

から譲り受け，ニホンカボチャで累代飼育（25℃・75％

R．H．）し，成虫・3令幼虫・2令幼虫及び卵の各態を供

試した。成虫及び3令幼虫は裸虫を，2令幼虫は当該虫

の付着したカボチャの切片を直径12cm，高さ5cmの

腰高シャーレに入れ上面を約90メッシュの網で覆って，

卵は卵塊の状態又は個々に離したものを直径1，5cm，長

さ9cmのガラス管に入れ脱脂綿で栓をして供試した。

基シヤワーノズル

121

成虫・幼虫

、

し

卵

60メッシュ鯖
（250μOpenning）

2．　くん蒸方法

　くん蒸箱・投薬方法・撹拌・加温は薬害試験に準じ，

くん蒸条件は第2－1～3表のとおりである。

　3．調査方法

　スジグロチョウ，ヨトウガ，マルカメムシ及びウスカ

ワマイマイは，くん蒸後15℃で保管し，くん蒸直後と

し2・4日目の各日に生死判定調査を行った。

　モモシンクイガは，くん蒸後リンゴを15℃で保管

し，くん蒸直後と1・2・3日目の各日にリンゴを切開し供

試虫の生死判定調査を行った。調査時，生虫又は苦悶虫

（歩行しないが体の一部が動いているもの）は供試した

リンゴ片の置かれたシャーレ内で飼育し，切開後3日間

毎日調査した。

　ネダニは，くん蒸後供試球根を破砕し，20メッシュの

飾上に置き，シャワーノズルで水洗，60メッシュ飾で幼

虫，成虫を，ナイロン布で卵をそれぞれ篩別した。（第

5図）生死判定は，成虫及び幼虫はくん蒸1時間後に行

い，卵は無作為に100個を抽出し，30℃・60～70％R．H．

で1週間保管し孵化の有無により行った。

　ウリハムシは，くん蒸に供試した状態で保管し，くん

ナイロン布

第5図ネダニ成虫・幼虫・卵の飾別方法

蒸後1・2・4日目の各日に針による刺激に対する反応の有

無及び虫体の固化等により生死判定調査を行った。

　クワコナカイガラムシは，くん蒸後，卵及び2令幼虫

は供試したままの状態で，成虫及び3令幼虫は発芽した

ジャガイモとともに腰高シャーレに入れ27℃で保管し

た。生死の判定は，成虫及び3令幼虫はくん蒸後3～7

日目に，2令幼虫は2～3日目に針による刺激に対する

反応の有無，体色の変化及び虫体の固化や乾燥等により

行い卵はくん蒸後7日目に孵化の有無により行った。

　クリシギゾウムシは，土壌を入れたバット内で室温で

保管し，くん蒸後1・2・4・7日目の各日に生死判定調査を

行った。

4，結　果
　殺虫試験の結果を第2－1～3表に示した。

○スジグロチョゥ．ヨトウガ・マルヵメムシ；実施した

　すべての試験区で，くん蒸後1日目で100％の殺虫率

　を得た。

○ウリハムシ；臭化メチル24g／m3・27～28℃及び32g／

　m3・21～24℃の各2時間くん蒸で，くん蒸後1日で

　100％の殺虫率を得たが，40g／m3・16～18℃及び48

　g／m3・11～13℃の各2時問くん蒸では完全殺虫にい

　たらなかった。

○クリシギゾウムシ；臭化メチル40g／m3・17℃・4時間

　くん蒸で，くん蒸後7日目に100％の殺虫率を得た

　が，48g／m3・9℃・3時問くん蒸では，くん蒸後7日目

　に97％の殺虫率であった。

○ネダニ；成虫及び幼虫は実施したすべての試験区でく

　ん蒸後1日目で100％の殺虫率を得た。卵は，臭化メ
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第2－2表　クワコナカイガラムシの臭化メチルくん蒸の条件とその殺虫効果

態

成　虫

3令幼虫

2令幼虫

卵

くん蒸条件及びガス濃度

薬量時間設計温
（9／m3）　（hr）　度（OC）

24　　　　25－29

32　　　　20－24

40　　　　15－19

48　　　　10－14

Control　　　　一

32　　　　20－24

40　　　　15－19

48　　　　10－14

Coatro1　　一

24

32

40

48

Control

25－29

20－24

15－19

10－14

24

32

40

48

Contro1

実温度（OC） ガス濃度（mg／1）

最低・最高投薬直後一開放直前

27－28　　26

21－24　　　31

16－18　　　37

11－13　　49

　　20
　　21
　　28
－　35

21－24　　　31

16－18　　37

11－13　　49

21

28

35

27－28　　　26

21－24　　　31

16－18　　37

11－13　　49

20

21

28

35

25－29

20－24

15－19

10－14・

27－28

21－24

16－18

11－13

26　－
31

37

49

20

21

28

35

供試虫

総数

殺虫叉は殺卵効果

生虫率叉

1は鰐化率

97

301

299

267

898

178

153

188

120

207

384

503

1，126

459

12，798

　825
i2，475

3，550

6，779

死虫率叉は
非鰐化率

0％　　100％
1（44）　　99

0（18）　　100

0（18）　　100

93　　　　　7

0
0
0

87

100

100

100

13

0
1
0
0

78

100

99

100

100

22

0
0
1
0．4

70

100

100

99

99．6

30

備 考

くん蒸後7日目に調
査

くん蒸後3日目に調
査

くん蒸後7日目の艀
化の有無を調査

注：成虫欄の生虫率又は孵化率の（）書、死んだ成虫から排出された卵の孵化率（くん調艶鑑産昼日数）×1・・

チル40g／m3・15～16℃・3時間くん蒸で卿化はみられ

なかったが，48g／m3・9～11℃・3時間くん蒸で約3％

が孵化した。

○ウスカワマイマイ；臭化メチル24g／m3・27～28℃及

び32g／m3・23℃の各2時間くん蒸で，くん蒸後1日

で，40g／m3・17～19℃及び48g／m3・11℃の各2時間

　くん蒸で，くん蒸後2日目でそれぞれ100％の殺虫率

を得た。

○クワコナカイガラムシ；成虫及び2令幼虫は臭化メチ

　ル329／m3・21～24℃・2時間くん蒸で，くん蒸後7日

　目に1％の生虫を認めたほかは，実施したすべての試

　験区で100％の殺虫率を得た。なお，くん蒸によって

　死んだ成虫から排出された卵について引き続き調査し

　たところ，32g／m3・21～24℃・2時間くん蒸で44％，

　40g／m3・16～18℃及び48g／m3・11～13℃の各2時間

　くん蒸でそれぞれ18％の卵が孵化した。3令幼虫は

　試験を実施したすべての区で100％の殺虫率を得た。

　卵は，臭化メチル24g／m3・27～28℃及び32g／m3・

　21～24℃の各2時間くん蒸で孵化率0％（対照区それ

ぞれ53．4％と97．8％）であったが，40g／m3・16～18

℃及び48g／m3・11～13℃の各2時間くん蒸ではそ

れぞれ18％（対照区それぞれ96．6％と99．3％）の孵

化率であった。

○モモシンクイガ；くん蒸直後の切開調査では，試験を

行ったすべての区に，生虫及び苦悶虫が認められたが

　これらの生虫及び苦悶虫は，臭化メチル24g／m3・26～

27℃・2時間くん蒸で切開後3日目に，32g／m3・23～

24℃・2時間くん蒸と24g／m3・26～27℃及び32g／m3・

23～24℃の各3時問くん蒸でそれぞれ切開後1日目

　に全死した。また，くん蒸後1・2・3日目の各日の切開

調査ではすべて100％の殺虫率を得た。

lV．考 察

本試験の結果と国内外の文献調査（検査資料8号）か

ら次のことが考えられる。

1．レモン及びネーブルオレンジは，臭化メチル40g／

m3・18～19℃及び48g／m3・13～14℃の各3時間くん
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第2－3表モモシンクイガ（幼虫）の臭化メチルくん蒸の条件とその殺虫効果

　　　くん蒸条件及びガス濃度

薬量時間設計温i実温度（℃ガ膿度（mg／1）

（9／m3）（hr）度（℃1最低・最高 廊巖一開痂前

24　2　25－2gi26－27　20 17

3　25－29126－27　20　　17

32　2　20－241　23－24　　27－26

3　20－24i　23－24　　25 26

くん蒸か
ら切開調
査までの
日数（日）

殺　　虫　　効　　果

　　　　切開直後　　　　　　　　　　切開から1日後供試虫
総

直　後

1

2

3

直　後

1

2

3

直　後

1

2

3

直　後

1

2

3

F　37
C　43
F　36
C　46
F　19
C　41
F　14
C　22

F　39
C　57
F47
C　28
F　39
C　31
F13
C　37

F　33
C　36
F　20
C　28
F　－
C　－
F　－
C　一

F　34
C　36
F22
C　27
F　8
C　14
F　－
C　一

％　　％　　％

57　　35　　8
98　　2　　0
0　　0　1001

100　　0　　0
0　　0　100
95　　0　　5
0　　0　100

100　　0　　0

10　　62　　28

100　0　01
0　　0　100
93　　0　　7’

0　　0　100
100　　0　　0
0　　0　100

100　　0　　0

24　　67　　9
100　　0　　0
0　　0　100
96　　0　　4

0　　38　　62
100　　0　　0
0　　0　100

100　　0　　0
0　　0　100

100　　0　　0

％　 ％　 ％

0　　8＊　92
98　　2　　0

0
95

100

5

0
100

100

0

0
100

100

0

F：くん蒸区 C：対照区 ＊：切開調査から3日後までに全死

蒸で薬害を生じなかった。安部・川上（1980）はレモ

ン及びオレンジが臭化メチル50g／m3・19℃・3時間

くん蒸で薬害を生じないこと，GERHARDTand
LINDGREN（1951）はクルミマダラメイガが臭化メチ

ル32g／m3・18・3。C・2時間くん蒸で，YUSTら（1942）

はアカマルカイガラムシが臭化メチル40g／m3・15℃・

3時間くん蒸で完全殺虫きれることを報告している。

このことから，クルミマダラメイガ及びアカマルカイ

ガラムシを対象として試験を行った条件を消毒基準に

採用可能と考える。

2。　リンゴ（品種：紅玉）は，臭化メチル40g／m3・18～

19℃・2時間及び16～17℃・3時間くん蒸並びに48g／

m3・12～13℃・3時間くん蒸で薬害を生じた。一方，リ

ンゴに食入しているモモシンクイガは臭化メチル24

g／m3・26～27℃及び32g／m3・23～24℃の各2時間く

ん蒸で完全殺虫きれた。CLAYPOOLら（1956）は臭化

メチル32g／m3・2時間くん蒸でリンゴ（品種：紅玉〉

が薬害を生じないことを報告している。このことから

　リンゴ（品種：紅玉）は，モモシンクイガを対象とし

て臭化メチル24g／m3・26～27℃・2時間くん蒸が消毒

基準に採用可能と考える。

3．　ハクサイ，カリフラワー及びブロッコリーは，臭化

　メチル40g／m3・15～20℃及び48g／m3・12～14℃の

各2時間くん蒸で極くわずか変異が認められた。しか
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し、このような軽微な花部の黄変及び萎凋は自然状態の

保管でも認められ，臭化メチルくん蒸による薬害症状

　とは考えられない。ハクサイ及びカリフラワーは，安

部ら（1974a）が臭化メチル18g／m3・3時間くん蒸で

薬害を生じないことを報告している。また，安部ら

（1974b）は臭化メチル10g／m3・20℃・3時間くん蒸

で，ハスモンヨトウ，ヨトウガ，コナガ，ナノメイガ，

ハイマダラメイガ，キハラゴマダラヒトリ，モンシロ

　チョウ，ミナミアオカメムシ，モモアカアブラムシ，

ニセダイコンアブラムシが完全殺虫されることを報告

し，本試験では臭化メチル40g／m3・16～19℃及び48

g／m3・11℃の各2時間くん蒸でヨトウガ，スジグロチ

　ョウ，ウスカワマイマイが完全殺虫された。このこと

　から，ハクサイ，カリフラワー及びブロッコリーは，

　ウスカワマィマイを除く上記11種の害虫を対象に臭

　化メチル10g／m3・20℃・3時問くん蒸を，ウスカワマ

　イマイを対象に臭化メチル40g／m3・17～19℃及び48

　g／m3・11℃の各2時問くん蒸が消毒基準に採用可能

　と考える。

4．　キャベツは臭化メチル56g／m3・5～6℃・3時間くん

　蒸で，パセリーは臭化メチル40g／m3・15～20℃及び

　48g／m3・12～14℃の各2時間くん蒸で・薬害が生じ

　なかった。このことから，当該条件で完全殺虫できる

　害虫を対象に消毒基準に採用可能と考える。

5．　クリは臭化メチル48g／m3・13～14℃・3時間くん蒸

　で薬害を生じなかつた。しかしクリに食入するクリシ

　ギゾウムシは同条件で完全殺虫されなかった。この条

　件はクリシギゾウムシを対象として採用できないが，

　完全殺虫できる他のクリの害虫には消毒基準として採

　用可能と考える。

6．パインアップルは，臭化メチル40g／m3・19℃・2時間

　及び40g／m3・17℃・3時間くん蒸で水浸症状を生じ，

　また40g／m3・17℃及び48g／m3・12℃の各3時間く

　ん蒸で対照区に比べrうまい」という結果を得た。水

　浸症状は熟度の進んでいる個体ほど水浸状になる傾向

　があり，また対照区での変色も熟度の進んでいる個体

　に多かった。このことはパインアップルの熟度が臭化

　メチルの薬害の有無に関係すると考えられ，熟度を考

　慮した試験を重ねる必要がある。

7．　グレープフルーツは臭化メチル40g／m3・18℃及び

　48g／m3・13～14℃の各3時間くん蒸で，セロリーは

　臭化メチル56g／m3・5～6℃・3時問くん蒸で，ヒラマ

　メインゲン及びピーマンは臭化メチル24g／m3・27．3

　℃，329／m3・22．9℃，409／m3・16，6℃及び48g／m3・

　13℃の各3時間くん蒸で，タケノコは臭化メチル24

　g／m3・27，3℃，329／m3・22．9℃及び40g／m3・16．6℃

　の各3時間くん蒸で薬害を生じ，これらはそれぞれの

　条件では消毒基準に採用できないと考える。

8　イチゴは，一部に薬害症状と考えられる導管部褐変

　がみられた。しかしニラ同様，くん蒸区・対照区とも

　に腐敗がはやく十分な調査ができなかった。イチゴ及

　びニラは，腐敗防止の保管方法を検討し，試験を行う

　必要がある。

9　マルカメムシは臭化メチル40g／m3・16～17℃・2時

　間くん蒸で，ウリハムシは臭化メチル24g／m3・27～28

　℃及び32g／m3・21～24℃の各2時間くん蒸で完全

　殺虫された。これらの害虫が付着し，当該条件で薬害

　を生じない青果物に対して消毒基準として同条件を採

　用できると考える。

10．　クワコナカイガラムシは，臭化メチル24g／m3・

　27～28℃・2時間くん蒸で成虫・2令幼虫・3令幼虫及

　び卵が完全殺虫された。しかし試験を行った他の試験

　区では完全殺虫ができなかった。これは，低温による

　感受性の低下が考えられ，薬量・温度・時間の関係に

　ついて追試験を行う必要がある。
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